
カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

記入者名
記入年月日 2006年4月1日
学部・研究科名 教育学部
学科・専攻等名 健康科学教育課程
コース等名 生活健康科学コース

健康科学教育課程の教育目

人と健康の関わりについて、
運動面、生活面から科学的
視点に立って理論的、実践
的に学習し、心身ともに健康
であることの意義を理解し健康科学教育課程の
Graduation Policy(GP)　（◎
＝ＧＰ達成のために、特に重
要な事項、○＝ＧＰ達成の
ために、重要な事項、△＝Ｇ
Ｐ達成のために、望ましい事

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる
題目・問題・テーマ等を箇条書に記
入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき
最低限の（行動）目標を学生が主語で
行為動詞を使用して箇条書に記入す
る。）

高齢社会を迎えた我が
国で、生涯にわたって
健康を維持し、活力あ
る人生を送るための課
題について、運動科学
および生活科学の視点
から多面的、総合的に
考え、実践することが
でき、さらに健康づく
りに指導的な役割を果
たすことができる。

1. 健康科学基礎能力：
健康の根本となる人体
の構造、運動、食、住
に関する基礎知識を習
得し、健康であること
の意義を科学的に考え
ることができる。

2. 生活科学系能力：
衣・食・住を生理的、
科学的な視点から考え
直すことができ、生活
上の諸問題を自らの問
題としてとらえ、解決
するよう努力すること
ができる。

3. 生活論系能力：生活
の基本単位である家
族、乳幼児の心身の発
達から人間関係のあり
方を理解し、社会面か
ら健康について考える
ことができ、かつ生活
に応用することができ
る。

4. 専門応用能力：これ
まで学んできた知識を
統合・発展し、生活と
健康にかかわる諸問題
の中から自らテーマを
決め、それについて探
求、論文にまとめるこ
とができる。

5. 教育系能力：健康で
あるための生活上の問
題点を科学的視点から
理論的に説明でき、健
康な生活を維持するた
めの方法を教育・指
導・実践できる。さら
に、希望者は教員免許
状取得のための教育プ
ログラムを学習し、教
員として児童、生徒を

総合演習

人類に共通する課題や日本社会に関わる
課題について学ぶ。

１．人類や日本社会の課題を理解し、説明で
きる。
２．上記の課題を分析・検討し、自分の意見を
持つことができる。
３．上記の課題についての自分の意見を相手
に応じて分かりやすい形で伝えることができ
る。

１○
２○
３○

１○
２○
３○

健康科学概論

健康と密接に関わる運動、食生活および
住居に関しての今日的な話題を取り上げ、
問題点や対応策などを考察して、「健康」
について考える基本的な姿勢・視点の構
築をする。

1. 健康と運動のかかわりについて説
明できる。
2. 健康と食生活のかかわりについて
説明できる。
3. 健康的な住生活について説明でき
る。
4. 健康と運動のかかわりについて考
察できる。
5. 健康と食生活のかかわりについて
考察できる。
6. 健康と住生活のかかわりについて
考察できる。
7. 運動に関心を広げ、実践できる。
8. 食生活に関心を広げ、健康的な食
生活を実践できる。
9. 住生活に関心を広げ、健康的な住
生活を実践できる。
10. 健康について主体的に改善をはか
ろうとする。

 １○
 ２○
 ３○
 ４○
 ５○
 ６○
 ７○
 ８○
 ９○

 １０○

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４◎
 ５◎
 ６◎
 ７◎
 ８◎
 ９◎

 １０◎

発育発達老化論

「小児は、大人の縮図ではない。」というこ
とを耳にする。これは、健康問題について
考える場合、加齢の過程を正しく認識する
ことが重要であることを示唆するものであ
る。同様に、教育の領域においても然りで
ある。　本講義では、乳児期から高齢期ま
での間に見られる形態や機能の変化につ
いて概説する。

1. 乳児期から高齢期までの間に見ら
れる形態や機能の変化についての概略
を説明できる。
2. 授業で取り上げた項目について、
運動指導などの関わり合いからの見
方・考え方ができる。
3. 構造的・機能的発育発達経過の観
点から人体に関心を持つ。

 １△
 ２○
 ３○

 １○
 ２○
 ３○

老年心理学

高齢者に関わろうとする者は、高齢者の心
理状態を理解することで適切な援助を行う
ことができる。高齢者の主観的体験と客観
的状況を理解するとともに、高齢者に関わ
る者の心理状況にも検討を加えることで、
老年というものを多面的に検討して行く。

1. 高齢者の心理的変化を説明できる。高齢
者とその関係者の心理的状況を説明できる。
2. 高齢者との関係の持ち方を工夫できる。
3. 高齢者と抵抗感なく関わることができる。
4. 高齢者の立場で物事が判断できる。

 ２△
 ３△
 ４△

 １○
 ２○
 ３○
 ４○

人体構造機能論

身体を構成している部分の構造と形態（解
剖学）、そして部分の働き（生理学）につい
て、特に身体運動に関わり深い骨格と筋
について概説する。

1. 個体を構成する各レベルについて説明で
きる。
2. 生体の化学組成について説明できる。
3. 細胞の概観と人体にみられる組織につい
て説明できる。
4. 骨格系と筋系についてについて説明でき
る。
5. 授業で取り上げた項目について、運動と
の関わり合いからの見方・考え方ができる。
6. 構造的・機能的観点から人体に関心を持
つ。

 １△
 ４△
 ５○

 １○
 ２○
 ３○
 ４○
 ５○
 ６○

環境生体適応学

暑熱、高圧（潜水）などの諸環境に対して、
生体に起こる反応、適応、その生理的メカ
ニズムなどについて講義する。

1. 諸環境に対して、生体に起こる反応、適
応、およびその調節機構について説明でき
る。
2. 各環境下において、生体の適応を促す方
法、および注意すべき事項について説明でき
る。
3. 諸環境に対する生体適応などについて関
心を持つ。

 １○
 ２○

 １○
 ２○
 ３○

生活化学

無機化学、有機化学、物理化学など、化学
領域全般に渡る基礎を、教職現場での理
科指導を念頭に置きながら、広く講義す
る。

1. 無機化学・有機化学・物理化学の基礎的
知識を理解し、説明できる。
2. 物質の構造やその変化について、化学的
な見方ができる。
3. 化学的諸事象に関心を持つとともに、理
科教育の観点からも関心をもつ。

 １△
 ２○
 ３△

 ３△

生活の有機化学

有機化学の基礎となる分子の性質や化学
反応性について説明する。また日常の身
近な事象を題材に、生活環境と科学の原
理や概念との関連づけができるように解説
する。

1. 基礎的な有機分子の命名法を理解し説明
できる。
2. 有機分子の構造や反応性を説明できる。
3. 簡単な生体分子について理解し、その構
造や代謝経路について説明できる。
4. 有機化学物質の構造や反応を「電子の流
れ」によって説明できる。
5. 身の回りの物質や日常生活の諸現象を化
合物の物性と関連づけて理解できる。
6. 日常生活における現象や物質について
科学的な見方ができるようになることで、理科
教育における児童・生徒の生活経験に即した
物質観の育成に寄与できる。

 ３△  １△
 ２○
 ３○
 ４△
 ５△
 ６○

 ６△

栄養科学I

先ずはじめに、生命と細胞のしくみを学
び、ついでタンパク質、糖質、脂質、ビタミ
ン、ミネラルの五大栄養素の代謝やその
生体内での機能や重要性について学ぶ。
また、食物繊維などについても学ぶ。さら
に、ビデオ鑑賞などを行い、現代の食生活
の抱えている問題や課題について考える。

1. 細胞の仕組みや生体の主な機能（例え
ば、消化吸収・エネルギー生成など）について
説明できる。
2. 五大栄養素や食物繊維の役割を説明で
きる。
3. 個々の知識を総合して、食と健康の問題
を考えられる。
4. 自分の食生活や現代の食の問題等と比
較して考える。

 １○
 ２○
 ３◎
 ４◎

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４◎

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４◎

栄養科学II

この授業では、先ず、栄養と病気の基本的
なかかわりを学ぶ。ついで、幼児期・児童
期～老年期までの各ライフサイクルにおけ
る栄養学的特徴について理解するさらに、
おもな生活習慣病について、食生活との
関連を通して学習する。

1. 各ライフサイクルの栄養の特徴を理解し、
説明できる。
2. 主な生活習慣病について理解し、説明で
きる。
3. 実際の生活状況と生活習慣病との関連を
考えることができる。
4. マスコミやインターネットで垂れ流し状態
になっている「食と健康」にかかわる情報を取
捨選択できる。
5. 授業を通して、食と健康の課題をさらに発
展的に考え、問題意識を高める。

 ２○
 ３△
 ４△

 １○
 ２○
 ３○
 ４○
 ５○

 １△
 ２○
 ３△
 ４△
 ５△

運動栄養学

この授業では、基礎的栄養学を土台に、先
ず、骨格の構築と栄養素との関係を学習
し、次に、スタミナと栄養（エネルギー代謝
を含む）との関係、ウェイトコントロールと
栄養との関係、疲労回復と栄養との関係
等について学び、運動と栄養の関係を考
える。

1. 栄養と運動の関係を理解し、より具体的
に説明できる。（スタミナと栄養の関係、疲労
回復と栄養関係など）

 １○  １○

病態栄養学

疾病構造の変遷を概観し、生活習慣病の
要因構造について述べる。その上で各生
活習慣病がどのような原因で発症するか、
生理・生化学および栄養学的な観点から
概説する。

1. 各生活習慣病の原因について理解し、説
明することができる。
2. 生活習慣の異常、改善がどのような変化
をもたらすか推論することができる。
3. 生活習慣と疾病の関連について関心を持
ち、自ら学ぶ姿勢が見られる。
4. 生活習慣と疾病の関連について解説し、
その改善と効果について表現できる。

 １○
 ２○
 ３△
 ４○

 １○
 ２○
 ３△
 ４○

教育学部の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 生活健康科学コースの教育目的

学校教育および社会のさまざまな分野において教育の素養をもって貢献できる人材の養成を目的とする。 人間の健康な生活における衣食住に関心をもち、この分野で教育や社会の幅広い場面に貢献できる人材を育成する。

健康科学教育課程生活健康科学コースのカリキュラム
生活健康科学コースのGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のた
めに、望ましい事項）



栄養科学実験

この授業では、先ず、簡単な実験器具や
薬品等の取り扱い方など基本的な実験の
基礎技術について学習し、ついで各栄養
素を題材に、それぞれの生物学的、科学
的特性を、実験を通して体得する。さらに、
食品衛生的な立場から、微生物に関する
実験や食品添加物の検出実験等を行う。

1. 各実験について、原理までしっかりと理解
し、説明できる。
2. 各実験に使われている器具、試薬などに
ついてその役割や意味を説明できる。
3. 実験を通して栄養学的、食品学的、食品
衛生学的興味関心を高める。
4. それぞれの実験に対して、技術の習得だ
けでなく、その原理的内容についても把握す
る。また、他人に対して協調的、建設的態度
がとれる。
5. 基礎的な化学実験、生物学実験の技術を
マスターし、使用できる。

 ３○  １◎
 ２◎
 ３○
 ４○
 ５○

 １○
 ２○
 ３△
 ４△
 ５△

食生活科学概論

「食べる」営みは、自然条件、社会・経済条
件によって形成された文化である。本講義
では、世界および日本の食文化について
講義する。

1. 食文化とは何かについて説明できる。
2. 世界および日本の食文化について理解
する。
3. 食文化の研究の意義を理解する。
4. 食文化に関する自分の意見を論理的に
述べることができる。
5. 食に関する関心を広げ、問題意識を高め
ることができる。
6. 日常生活の中で、食文化の問題について
主体的に考えることができる。

 １○
 ２△
 ５○
 ６○

 １◎
 ２○
 ３○
 ４◎
 ５○
 ６○

 １○
 ２○
 ３○
 ４○
 ５○
 ６○

食品科学

食品素材について、その特徴および調理
特性について習得する。

1. 食品素材の成分の特徴を理解し、
説明できる。
2. 食品の調理特性を理解し、説明で
きる。
3. 調理操作の目的と特徴を理解し、
説明できる。
4. 食品素材とその調理特性を関連づ
けることができる。
5. 日常の生活のなかで、食品と調理
に科学的な関心を持つ。

 １○
 ２○

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４◎
 ５○

食品加工学

私たちの身のまわりには、多くの種類の加
工食品があふれている。食品加工・貯蔵の
原理と、各論として農産加工食品や畜産
加工食品などについて説明する。

1. 食品の加工の原理を理解する。
2. 加工食品について説明できる。
3. 加工食品について、自分の意見を述べる
ことができる。
4. 伝統的な加工食品、新しい加工技術に関
心をもつ。
5. 加工食品について、主体的に考えること
ができる。

 １○
 ２○
 ５○

 １○
 ２○
 ３○
 ４○
 ５○

 １◎
 ２◎
 ３△

食品衛生学概論

我々の健康の源である食物の安全性につ
いては、古来よりもっとも重要な課題の一
つであるが、近年、その食物の生産、製造
における種々の変遷がその課題をより複
雑なものにしている。この授業では食の安
全をテーマに種々の角度から考える。

1. 四大食品公害事件の概要と問題点を説
明できる。
2. 代表的な細菌性食中毒について説明でき
る。
3. 食品添加物についてベネフィットーリスク
論を構築できる。
4. 遺伝子組換え、クローン技術、環境ホル
モンなど新しいテーマについて説明できる。
5. 食品の安全性について、個々の問題点を
より深く理解し、総合的に食の安全性につい
て考えることができる。
6. 日常の食生活との関わりのなかで、食の
安全性を考えることができるようになる。
7. 個人個人の食の安全への関心・意欲の
高まりが、社会全体の「食の安全性」の監視
状況を強化することにつながることに気づき、
日常の食生活の中で、自然な形で、その関
心・意欲が実際の食生活へ反映できるように
なる。
8. 食の安全性については、個人個人がどの
ような考え方を持つかが大きく問われる。授
業中のディベートを通して、自らの意見を正確
に相手に伝える力を身につける。

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４△
 ５◎
 ６◎
 ７◎

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４◎
 ５◎
 ６◎
 ７◎
 ８◎

 １◎
 ２◎
 ３○
 ４○
 ５○
 ６○
 ７○
 ８△

食品科学実習

食品素材の成分と調理特性を踏まえ、基
礎的な調理技術、知識を修得するととも
に、簡単な食品加工実習を行う。

1. 実習の目的を理解する。
2. 食品の調理特性を理解する。
3. 調理および加工の方法を理解する。
4. 実習を通じて、食品・調理への関心を高
める。
5. 実習に積極的に参加する。
6. 調理技術、簡単な食品加工について、身
につける。
7. グループで協力して実習に取り組む。
8. 安全に留意して実習を行う。

 １△
 ２△
 ３△

 １○
 ２○
 ３○
 ４△
 ６○

 １○
 ２○
 ３○
 ４△
 ６◎
 ７○

衣生活科学概論

生活のなかの衣料に着目し、歴史、衣服
気候、繊維、染色、洗浄、管理等に関する
基礎的な事項を解説する。

1. 衣料用素材の種類と特徴を説明できる。
2. 洗剤の種類と役割を説明できる。
3. 品質表示の意味を説明できる。
4. 目的に合った衣類を選択できる。
5. 洗剤の誤った使い方を指摘できる。
6. 衣生活を科学的な目で捉えることに関心
を持つ。
7. 授業だけのこととして終わらせるのではな
く、日常生活に生かせる。

 １△
 ２△
 ６○
 ７△

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４◎
 ５◎

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４◎
 ５○

衣料素材論I

まず、物理、化学の基礎知識を復習した上
で、衣料用のさまざまな繊維について、構
造、比重、吸湿性、保温性、強伸度、帯電
性等の基本的な性質、特徴を解説する。

1. 繊維素材の性質、特徴を科学的に説明で
きる。
2. 繊維素材の性質と布地の性質を関連づ
けられる。
3. 日頃、意識せず着用している衣料を科学
の目で捉えることに関心を持つ。
4. 日常生活のなかの事象を科学的な目で
捉え、考えることができ、日常に応用されてい
る物理や化学を実感することができる。

 ３○  １◎
 ２◎

 １◎
 ２◎

衣料素材論II

化学繊維の発展の歴史を述べ、その上
で、最近のいわゆる機能性繊維や高感性
繊維について紹介し、その特徴および機
能発現の機構を論述する。

1. 化学繊維の起こりを説明できる。
2. 機能性繊維、高感性繊維の機能発現の
機構を説明できる。
3. 機能性繊維、高感性繊維の機能を効率よ
く発揮させる方法を自分で考えることができ
る。
4. 世界の最先端をいく日本の繊維技術につ
いて関心をもつ。

 ２△
 ３○

 １△
 ２○
 ３○

 １△
 ２○
 ３△

表現被服論（被服
製作実習を含む）

被服分野の教材の基礎となる被服の立体
構成を取り扱う。基本パターンからさまざま
なデザインへの展開方法およびデザイン
の基礎となる発想力をも磨くようなトレーニ
ングを行う。

1. 被服の立体構成に関する基礎知識と技能
を習得する。
2. 基礎パターンから様々なデザインへの展
開方法がわかる。
3. デザインの基礎となる発想力を磨く。

 １△  １○
 ２○
 ３△

 １◎
 ２◎
 ３△

デザイン描写論

生活を取り巻くあらゆる“もの”には、何ら
かのデザイン意志が反映され、造形されて
いる。時代、地域、民族、集団あるいは個
人などいくつものレベルで培われてきた感
性や美意識が折り重なって、形に生命が
与えられ、それぞれの“もの”は個性的な
表情を見せます。ここでは身体を取り巻く
もっとも身近な服飾や生活小物を対象とし
て、デザインする立場から、個人の内面に
あるイメージを外在化させるトレーニングを
行う。

1. 言葉遊び、ブレーンストーミン
グ、自由な描写を通して、自己の内面
にあるものをこだわりなく表出でき
る。
2. テーマに基づくデザインワークに
おいて、豊かな発想が生み出せるよう
に事例研究ができる。
3. 現代ファッションに関してグロー
バルな視点とローカルな視点の両方か
ら理解できる。
4. 自己の表現の立場を認識できる。

 ３△  １○
 ２○
 ３○

色彩科学概論

色彩は、ファッションにとどまらず、住居設
計、室内インテリア、家電製品、小物、さら
には案内標識にいたるまで、すべての物
に関わるものである。この講義では、まず
基本となる、光と色の物理的性質およびそ
の測定方法と表示法を解説し、色覚、色知
覚、色彩感情および色の心理的効果につ
いて口述する。

1. 光の物理を説明できる。
2. 表色系を体系的に説明できる。
3. 配色の基本を説明できる。
4. 配色の方法を分類できる。
5. 色彩から受ける感情効果を指摘できる。
6. 日常生活にあるものを色彩配色の観点か
ら配慮する。
7. 自分の色彩感覚を磨くとともに、日常生活
に生かしていく。

 ５○
 ６○
 ７△

 １△
 ２○
 ３○
 ４○
 ５○

住生活科学概論

今日の住生活には便利さや快適さとあわ
せて、地球環境への影響が少なく、持続で
きることが求められる。住生活の諸側面で
生じる問題や課題をとらえ、それらに対処・
実践する方法やよりよい住生活の仕方を
学ぶ。住生活が生活財や住まい空間、住
環境などと関わり、住生活の向上のために
それらとの関係の改善が必要なことを理解
する。そして、よりよい関係を住生活様式と
して築いていくための課題を考える。

1. 住生活の諸側面での一般的な課題につ
いて説明できる。
2. 生活財を購入、利用、廃棄する際に留意
することがわかる。
3. 住生活に関する調査結果をもとに、改善
すべきことを考察できる。
4. 生活様式がもたらす地球環境や持続性
への影響を判断できる。
5. 住生活にとどまらず、食生活や衣生活を
含んだ生活全般の改善に関心を広げ、実践
できる。
6. 自らの住生活に引き寄せて思考し、主体
的に住生活の改善をはかろうとする。

 １○
 ２○
 ３○
 ５○
 ６○

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４○
 ５○
 ６○

 １◎
 ２◎
 ３○



住居科学（製図を
含む）

住生活の向上のために、住空間の構成や
住環境の制御方法の理解を深めることを
目的とする。住まいの発展や多様な住ま
い方を通して、現代の住まいと住生活の課
題を学ぶ。あわせて、健康や安全面から
住まいの環境を点検し、子どもや高齢者に
配慮した住居の計画、地域環境へと理解
を深めていく。

1. 住まいの歴史と住まい方の発展から、住
まいと住まい方の基本事項を理解する。
2. 健康や安全の面から現代の課題を理解
する。
3. 住まいの健康や安全性の判断ができる。
4. 子どもや高齢者の特性から、その必要な
空間条件を考えられる。
5. 住まいと地域環境との関係や、消費者問
題・住宅政策など社会との関係にも関心を広
げる。
6. バリアフリーなど社会の動きを主体的に
つかむ。
7. 知識や思考力を自らの住まいと住まい方
に生かし、よりよい住まい方を積極的に追求
する。
8. 子どもや高齢者を含んだ家族のニーズを
理解し、それを間取りに表現できる。

 ４○
 ５△
 ６○
 ７○
 ８○

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４◎
 ５◎
 ６○
 ７○
 ８◎

 １◎
 ２○
 ３○
 ４○
 ８◎

居住環境論

住まい、地域環境における健康や福祉の
課題と対策について学ぶ。まず、住まいや
地域の環境と健康との関わりを学び、健康
な生活のための居住環境のあり方を考え
る。次に、高齢者や障害者に必要な空間・
環境条件を考え、これからの福祉に求めら
れる住まいや地域の環境について理解を
深める。

1. 居住環境が健康に関わること、広い環境
との相互関係も有することやその関係を説明
できる。
2. 福祉の観点から、居住環境に求められる
ことが説明できる。
3. 健康のため、広域環境への影響を少なく
するための居住環境の条件を指摘できる。
4. 住まいや地域でのバリアフリー・高齢者配
慮の進め方を考察できる。
5. 身近な居住環境での問題を認識し、社会
的な取り組みも参考にして、改善方法を提案
できる。

 １○
 ２○
 ３○
 ４○
 ５○

 １○
 ２○
 ３○
 ４○
 ５○

 １△
 ５△

住居設計

家族生活のためのよりよい空間創造の力
を養おうとする授業である。住居設計の手
順や方法を習得し、想定した家族生活の
ための住居を構想する。その設計図を作
成するとともに、さらに模型で表現する。

1. 住居設計の手順、方法を実際に使って製
図することができる。
2. 各住居空間に求められる条件や必要な
広さを説明できる。
3. 想定した家族のニーズを必要な空間に置
きかえることができる。
4. 空間や家具などを模型に表現することが
できる。

 ２△
 ３△

 １○
 ２○
 ３○
 ４○

 １△
 ２△
 ３△
 ４△

住空間デザイン論

住空間デザインのあるべく姿を考察するこ
とをねらいに授業を展開する。そして、「生
活の場」　に求められている基本的な諸条
件について講じ、住空間デザインの果たす
べき役割の重要性について学習を進めて
ゆく。

1. 住空間の機能的要素を説明できる。
2. 住空間デザインの方法について説明でき
る。
3. 設定された条件の中でエレメントの調整
や効果的な色彩を示すことができる。
4. 住空間の設計を求められる図面に表現で
きる。

 ３○  １○
 ２△
 ３○
 ４○

生活論総合演習

この授業では、これまでの知識を基に衣・
食に関する理化学実験、食生活調査にお
けるデータの収集・解析方法、さらに住生
活・地域生活の問題点や工夫をさぐるため
の基礎的調査方法を概説する。一方、専
門的な研究室ゼミ、卒業研究の選択の手
助けとなるように配慮した内容としている。

1. 生活上の現象・事象について、科学的・統
計学的に理解、説明できる。
2. 生活上の問題点を自ら抽出し、改善、改
良、向上するためにはどうすればよいかを考
えることができる。
3. 生活上の身の回りに起こっていることを単
に受け入れるのではなく、「どうして？」という
疑問を抱くようにする。
4. 言われたからするのではなく、自ら積極
的に演習・実験に参加する。
5. 他人に対して協調的・建設的態度がとれ
る。
6. 基本的な実験器具・機器および統計を扱
える。
7. 実験内容、調査内容や自分で考察した内
容をレポートとしてまとめる。

 １○
 ２○
 ３△

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４◎
 ５◎
 ６◎
 ７◎

生活メディア論

パソコンによる情報収集、数値データのグ
ラフ化、統計処理、プレゼンテーション（発
表）を行う。

1. 基本統計量を説明できる。
2. 表計算ソフトの関数を利用できる。
3. プラウザで必要な情報を探し出すことが
できる。
4. 表計算ソフトを使ってデータを解析でき
る。
5. 適切なプレゼンテーションを心がける。
6. 他人のプレゼンテーションに対して適切な
評価ができる。
7. 表作成・グラフ作成ができる。
8. プレゼンソフトを使って自分の考えを伝え
ることができる。

 １△
 ２○
 ３○
 ４○
 ６△
 ７○

 １△
 ２△
 ３○
 ４○
 ５◎
 ６◎
 ７○
 ８◎

消費生活概論（家
庭経済学を含む）

我が国の消費生活の変容、家計について
理解するとともに現代の消費者問題の背
景・要因について理解する。その上で、真
に豊かな消費生活文化・様式を創造する
自立した消費者について学習する。

1. 授業で学んだことを理解することが出来
たか。（家計、消費者問題、消費者政策、自
立した消費者など）
2. 現代の消費者問題について、その要因・
背景を明確にすることが出来るか。（消費者
の権利・責任の観点から）
3. 消費者問題に関心・意欲を持つことが出
来たか。
4. 授業の態度が真面目であったか。
5. 課題レポートが分かりやすく書かれてい
たか。

 ２○  １○
 ２○
 ３△
 ４△
 ５○

 １◎
 ２◎
 ３△
 ４△
 ５○

児童学

乳幼児の心身の発達について講義する。
保育記録とＶＴＲ記録をもとに、幼児の特
性に応じた関わりの基本を学ぶ。絵本を紹
介しながら、子ども理解について考える。

1. 幼児期の発達の特徴がわかったか。
2. 幼児の行動の見方が広がり、かかわり方
について考えることができたか。
3. 幼児や子どもに対する関心が深まったか
絵本鑑賞とおもちゃの製作を通じて、児童文
化に意欲や関心を抱くようになったか。

 ２○  １○
 ２○
 ３△

 １○
 ２○
 ３○

保育学(実習及び家
庭看護を含む。)

幼稚園における幼児の行動理解と保育の
あり方について、保育記録に基づいて学
ぶ。家庭看護及び小児の救急看護につい
て実習を行う。幼稚園にて、幼児の行動観
察・保育実習を行う。

1. 保育に関するテキストを読んで、内容を理
解したか。
2. 保育参加実習において適切な判断がなさ
れ、行動できたかどうか。
3. 幼児教育について、意欲や関心が高まっ
たか。

 ３△  １○
 ２○
 ３△

 １◎
 ２◎
 ３△

家族生活論（家族
関係学を含む）

現代家族の理論と実態について取り上げ
る。家族と社会の関係、家族内部の人間
関係（夫婦関係・親子関係・きょうだい関
係）およびその病理（ＤＶ・児童虐待など）
について講義する。

1. 現代家族の置かれた状況、課題について
理解する。
2. 家族問題についての自分なりの見解を持
ち表現できる。
3. 家族関係に関する関心を持つ。

 １○
 ２○

 １○
 ２○
 ３△

 １◎
 ２◎
 ３△

生活工学概論

安全で豊かな生活を向上させるため、家
庭においては種々の機器や電気製品が利
用されている。それらの機械や電気に関す
る基本的な法則、家庭用機械と電気機器
の構造と機能、安全な使い方などについて
講義する。

1. 家庭機械、家庭電気機器の仕組みを理
解し、説明できる。
2. 家庭における機器を安全に使いこなせ
る。
3. 家庭で用いる機器について科学的見方で
分析し説明できる。
4. 家庭での機械、電気の役割に関心を持
ち、問題意識を高めることが出来る。
5. 家庭生活や社会への機械、電気の役割・
影響について主体的に考えることが出来る。

 ４△
 ５△

 １△
 ２△
 ３△
 ４△
 ５△

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４○
 ５◎

国際文化学I

世界各地の農業地帯に永い間営まれてき
た歴史の上に作られた農法や文化そして
暮らしのあることを説明する。

1. 世界の農業地帯を説明できる。
2. 農業文化の多様性を説明できる。
3. 身近な農業文化に関心を持つ。

 ２△  １○
 ２○
 ３△

国際文化学II

ヨーロッパ文化の根本問題を主にニーチェ
の思想によって明らかにする。

1. ヨーロッパ文化の基本的思想的理解を得
ること。
2. ヨーロッパ文化について考え、判断する
力を養うこと。
3. ヨーロッパ文化の基礎的思想的理解への
関心を喚起すること。
4. ヨーロッパ文化の真摯な理解の態度を養
うこと。
5. ヨーロッパ文化の理解を自分の言葉で表
現する力を養うこと。

 １○
 ２○
 ３○
 ４○
 ５○

卒業研究

卒業研究は、4年生になってからだ
が、その前段階として3年後期から
「衣」「食」「住」の各研究室（指
導教員）に所属し、文献購読、調
査・分析の方法、論文の書き方等に
ついて学び、卒業研究の心構えを構
築する。具体的な卒業研究は、４年
前期に開始し、翌年、１月末日の卒
業論文の提出、２月中旬の発表会で
の発表をもって終了する。

1. 興味をもった内容を具体的な研究テーマと
して設定できる。
2. 各自の研究テーマについての社会的な意
味やこれまでの先行研究の概要・問題点を説
明できる。
3. 具体的な研究手段を構築し、それ
を実施できる。
4. 各自の研究テーマについて、調査
結果に基づいて、自らの考えを論理的
に、また、わかりやすく述べることが
できる。
5. 研究テーマに関わる諸問題につい
て、広く関心をもち、主体的に考える
ことができる。

 １◎
 ２◎
 ３◎
 ４◎
 ５◎

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）
総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）


